
　

大
阪
万
博
ま
で
あ
と
一
年
。

四
国
各
県
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

戦
略
で
切
磋
琢
磨
す
る
が
、
パ

イ
の
争
奪
戦
は
外
国
に
足
元
を

見
ら
れ
る
だ
け
。
四
国
が
ワ
ン

チ
ー
ム
に
な
っ
た
広
域
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
を
打
ち
出
す
べ
き

だ
。

　

足
元
を
見
ら
れ
る
典
型
例
が

台
湾
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
の
航
空
便
誘
致
。
決
め
手

は
航
空
会
社
が
負
担
す
る
着
陸

経
費
の
助
成
と
ツ
ア
ー
客
を
集

め
る
旅
行
会
社
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
だ
。

　

例
え
ば
、
徳
島
阿
波
お
ど
り

空
港
の
場
合
、
国
際
定
期
便
誘

致
の
た
め
に
、
航
空
会
社
に
対

し
、
▽
着
陸
料
の
１
／
２
▽
施

設
利
用
料
の
２
／
３
な
ど
を
助

成
す
る
制
度
を
設
置
し
て
い
る
。

　

旅
行
会
社
に
対
し
て
は
、
徳

島
阿
波
お
ど
り
空
港
を
発
着
す

る
国
際
定
期
便
を
利
用
し
た
団

体
や
個
人
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

ら
、
ツ
ア
ー
客
一
人
に
付
き
五

千
円
を
支
給
す
る
支
援

制
度
を
設
置
し
て
い
る
。

　

外
国
の
航
空
会
社
に

対
す
る
飴
玉
戦
略
は
各

県
に
よ
っ
て
様
々
。
結

局
航
空
会
社
は
着
陸
コ

ス
ト
の
安
い
空
港
を
選

ぶ
こ
と
に
な
り
、
各
県

の
空
港
は
ダ
ン
ピ
ン
グ

合
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

不
毛
な
ダ
ン
ピ
ン
グ

合
戦
は
「
金
の
切
れ
目

は
縁
の
切
れ
目
」、
長
続

き
し
な
い
。
持
続
可
能

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

の
一
案
が
四
国
四
県
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
広
域

戦
略
。
競
合
か
ら
協
調

へ
の
転
換
だ
。

　

鍵
を
握
る
の
は
棲
み

分
け
と
役
割
分
担
だ
。

香
川
は
韓
国
、
松
山
は

台
湾
、
高
知
は
香
港
、

徳
島
は
タ
イ
と
い
う
風

に
対
象
国
を
決
め
、
各

国
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
を
四
国
に
呼
び
込
む
。

　

プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
の

は
四
国
の
周
遊
観
光
。

例
え
ば
、
四
国
八
十
八

箇
所
巡
り
。
先
人
が
築

き
上
げ
た
広
域
観
光

ル
ー
ト
を
活
用
し
な
い
手
は
な

い
。
歴
史
と
神
秘
性
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
が
魅
力
だ
。

　

台
湾
東
部
の
花
蓮
県
吉
安
郷

に
は
日
本
人
移
民
の
霊
を
祀
っ

た
慶
修
院
と
い
う
寺
院
が
あ
る
。

本
尊
は
弘
法
大
師
。
国
家
級
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
台
湾
各
地
か

ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　

名
物
が
四
国
八
十
ハ
箇
所
霊

場
を
模
し
た
石
仏
群
だ
。「
慶

修
院
に
行
け
ば
、
四
国
八
十
八

箇
所
巡
り
が
体
験
で
き
る
」
と

観
光
ス
ボ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
絵
馬
や
日
本
風
の
お
守
り

が
人
気
だ
と
い
う
。

　

四
国
八
十
ハ
箇
所
霊
場
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
人
気
だ
。
オ
ラ
ン

ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
各
国
か
ら
家
族

連
れ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
訪

れ
て
い
る
。　

　

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍

路
道
は
、
人
々
が
宗
教
や
宗
派

を
超
え
て
巡
拝
す
る
文
化
遺

産
。
四
国
四
県
も
世
界
遺
産
登

録
推
進
協
議
会
を
設
立
し
て
、

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し

て
い
る
。

　

四
国
四
県
が
千
年
を
超
え
て

共
有
す
る
文
化
遺
産
を
四
国
周

遊
の
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
新
た

に
プ
ロ
モ
ー
ト
し
、
四
国
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
っ
た
広
域
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
に
活
用
す
べ
き
だ
。

　

官
主
導
の
世
界
遺
産
登
録
活

動
は
時
間
が
か
か
る
だ
け
。
四

国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道

を
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
企
業
や
団

体
を
国
内
外
か
ら
公
募
し
、
四

国
が
誇
る
巡
礼
文
化
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

福
山
守
元
衆
院
議
員
と

遠
藤
彰
良
元
市
長
の
一
騎

打
ち
に
な
っ
た
徳
島
市
長

選
。
焦
点
は
「
ポ
ス
ト
内

藤
」
の
ま
ち
づ
く
り
。
未

来
志
向
の
具
体
的
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
政
策
バ
ト
ル
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

争
点
の
一
つ
は
「
県
市

協
調
」。
後
藤
田
県
政
と
ど

う
協
力
し
て
県
都
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
か
。
知

事
と
の
関
係
を
福
山
氏
は

「
旧
石
破
派
の
同
志
」、
遠

藤
氏
は
「
力
強
い
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

福
山
、
遠
藤
両
氏
と
も

政
策
パ
ン
フ
に
は
「
県
市

協
調
」
の
言
葉
が
躍
る
。

政
策
も
徳
島
駅
周
辺
の

再
開
発
、
中
央
卸
売
市
場

や
体
育
館
の
改
築
、
阿
波

踊
り
の
見
直
し
な
ど
、
似

た
り
寄
っ
た
り
だ
。

告
示
日
直
前
に
福
山
氏

が
仕
掛
け
た
。
東
工
業

高
跡
地
に
市
立
体
育
館

と
県
立
武
道
館
を
移
転

さ
せ
、
三
百
席
の
音
楽

ホ
ー
ル
と
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
を
整
備
す
る

構
想
を
打
ち
上
げ
た
。

　

こ
の
福
山
構

想
は
後
藤
田
知

事
が
駅
北
で
描

く
ア
リ
ー
ナ
構

想
の
布
石
だ
。

ア
リ
ー
ナ
構
想

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
武

道
館
と
体
育
館
を
取
り
除

き
、
ア
リ
ー
ナ
構
想
を
加

速
さ
せ
る
県
市
協
調
プ
ラ

ン
だ
。

福
山
氏
が
財
源
に
想
定

す
る
の
は
国
の
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
。

複
数
の
地
方
自
治
体
が
連

携
し
て
行
う
施
設
の
集
約

化
事
業
を
支
援
す
る
起
債

制
度
。
事
業
費
の
五
十
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

　

ア
リ
ー
ナ
構
想
を
見
据

え
た
県
市
協
調
の
ま
ち
づ

く
り
構
想
を
打
ち
出
し
た

福
山
氏
。
は
た
し
て
遠
藤

氏
は
福
山
構
想
に
対
抗
で

き
る
独
自
性
の
あ
る
県
市

協
調
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
打
ち
出
せ
る
か
。

　

小
中
学
校
の
学
校
給
食

費
の
無
償
化
も
争
点
の

一
つ
だ
。「
実
現
し
ま
す
」

と
強
調
す
る
福
山
氏
に
対

し
、
遠
藤
氏
は
「
挑
戦
し

ま
す
」
と
努
力
目
標
。
温

度
差
の
違
い
は
市
財
政
の

現
状
認
識
だ
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
は
一
年
間
で
約
十
三
億

円
の
財
源
が
必
要
と
言
わ

れ
る
が
、
市
長
が
や
ろ
う

と
思
え
ば
で
き
る
事
業
だ
。

福
山
氏
は
財
源
捻
出
策
と

し
て
、「
予
算
の
過
剰
計
上

の
見
直
し
」
を
掲
げ
る
。

福
山
氏
が
着
目
す
る
の

は
決
算
の
不
用
額
だ
。
徳

島
市
の
場
合
、
令
和
四
年

度
決
算
で
約
六
十
億
円
。

一
、
二
一
七
億
円
の
一
般

会
計
予
算
の
約
五
％
だ
。

令
和
三
年
度
決
算
で
の
不

用
額
は
約
三
十
五
億
円
だ
。

不
用
額
と
は
、
予
算
に

計
上
さ
れ
た
金
額
の
う

ち
、
使
わ
れ
ず
に
余
っ
た

金
額
だ
。
余
っ
た
理
由
は

経
費
縮
減
や
事
業
の
見
直

し
、
当
初
か
ら
多
め
に
見

積
も
り
す
ぎ
て
い
た
予
算

の
過
剰
計
上
な
ど
だ
。

一
年
間
に
六
十
億
円

（
令
和
四
年
度
）
や
三
十
五

億
円
（
令
和
三
年
度
）
も

の
金
が
使
わ
れ
ず
に
余
っ

て
い
る
徳
島
市
。
予
算
の

過
剰
計
上
を
見
直
せ
ば
、

約
十
三
億
円
の
学
校
給
食

費
無
償
化
の
財
源
は
確
保

で
き
る
は
ず
だ
。

学
校
給
食
費
無
償
化
の

本
気
度
で
温
度
差
の
あ

る
福
山
、
遠
藤
両
氏
。
そ

れ
は
行
財
政
改
革
の
本

気
度
の
裏
返
し
だ
。
予
算

の
過
剰
計
上
に
ど
う
斬

り
こ
む
か
。
市
政
運
営
の

隠
れ
た
争
点
だ
。
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徳
島
県
が
勝
浦
川
で
行
う
護
岸
工
事
。
複
数
工
区
に
分
け
て
発
注
し
て
い
る
が
、
入
札
参
加
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
し
、
落
札
率
は
全
て
九
十
七
％
以
上
。「「
複
数
業
者
が
事
前
に
話
し
合
っ
て
仕
事
を
回
し
合
い
し
て
い
る
。
仕
切
り
役
も
い
る
」」
と
業
者
間
談
合
の
風
評
あ
り
。

定
員
割
れ
に
陥
っ
た

と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

平
成
二
十
年
に
始
ま
っ

た
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
。

二
十
二
年
目
の
今
年
、
初

め
て
定
員
を
割
っ
た
。
定

員
八
千
人
に
対
し
、
エ
ン

ト
リ
ー
は
七
、
七
七
三
人
。

受
付
期
間
を
延
長
し
た
が
、

集
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

自
治
体
が
関
与
す
る
全

国
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
は
い

ま
、
定
員
割
れ
の
逆
風
に
晒

さ
れ
て
い
る
。
徳
島
県
が
実

質
的
に
主
催
す
る
と
く
し

ま
マ
ラ
ソ
ン
も
「
斜
陽
マ
ラ

ソ
ン
」
に
仲
間
入
り
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
離
れ
が
加
速

す
る
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
。

理
由
は
複
数
あ
る
。
第
一
点

が
高
す
ぎ
る
参
加
料
。
現
在

一
万
三
千
円
。
第
一
回
は

三
千
円
だ
っ
た
。「
参
加
料

が
高
す
ぎ
る
」
と
ラ
ン
ナ
ー

も
二
の
足
を
踏
む
。

　

第
二
点
が
コ
ー
ス
の
マ

ン
ネ
リ
化
。
毎
回
、
吉
野
川

の
北
岸
、
南
岸
の
堤
防
を
走

る
だ
け
。
風
景
が
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
の
「
堤
防
マ
ラ
ソ

ン
」。
何
度
で
も
走
り
た
い

コ
ー
ス
で
は
な
い
。

任
意
団
体
の
実
行

委
員
会
が
運
営

　

官
製
マ
ラ
ソ
ン
の
弊
害

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と

く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
飯
泉

前
知
事
の
鶴
の
一
声
で
始

ま
っ
た
。
県
主
導
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
運
営
経
費
も

ス
タ
ッ
フ
も
県
依
存
。
実

質
的
な
県
営
マ
ラ
ソ
ン
だ
。

　

今
年
の
運
営
予
算
は
二

億
八
四
四
万
円
。
そ
の
う

ち
四
、
八
八
〇
万
円
は
県

の
負
担
金
で
、
一
、
〇
〇

〇
万
円
は
徳
島
市
の
補
助

金
。
総
額
五
、
八
八
〇
万

円
の
公
費
投
入
が
な
け
れ

ば
、
赤
字
マ
ラ
ソ
ン
だ
。

　

運
営
す
る
の
は
「
と
く

し
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
」。
法
人
格
の
な
い
任
意

団
体
だ
。
二
十
人
の
メ
ン

バ
ー
は
自
治
体
関
係
者
や

徳
島
新
聞
社
、
陸
上
競
技

協
会
、
商
工
会
議
所
連
合

会
、
県
観
光
協
会
な
ど
。

　

事
務
局
は
県
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
課
。
県
職
員
が

事
務
局
機
能
を
担
う
。
建

て
前
は
任
意
団
体
の
実
行

委
員
会
に
よ
る
運
営
だ
が
、

業
務
を
行
な
う
の
は
県
職

員
。
実
行
委
員
会
は
名
前

だ
け
の
存
在
だ
。

情
報
公
開
の
対

象
外
、
支
出
明
細

は
闇
の
中

　

任
意
団
体
を
隠
れ
蓑

に
し
て
県
が
主
導
す

る
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ

ン
。
最
大
の
問
題
は

情
報
非
開
示
。
約
五

千
万
円
の
県
費
が
投

入
さ
れ
、
支
出
関
連

書
類
も
県
庁
に
あ
る

が
、
公
文
書
公
開
条

例
の
対
象
外
だ
。　

実
行
委
員
会
事
務

局
の
県
が
公
表
す
る

の
は
収
支
の
概
要
だ

け
。
例
え
ば
事
業
費
支

出
。
一
億
八
、
一
六
八

万
円
の
総
額
は
わ
か

る
が
、
何
に
使
っ
た
の

か
と
い
う
具
体
的
な

使
途
内
容
は
闇
の
中
だ
。

　

情
報
非
開
示
は
職
員
の

恣
意
的
支
出
へ
の
抑
止
力

を
低
下
さ
せ
る
。
一
例
が

令
和
二
年
の
参
加
者
記
念

品
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
は

中
止
に
な
っ
た
が
、
参
加

申
込
者
に
藍
染
の
バ
ン
ダ

ナ
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
。

バ
ン
ダ
ナ
の
製
造
は
観
光

政
策
課
の
男
性
係
長
が
事
務

局
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
課
に

働
き
掛
け
、
藍
産
業
振
興
協

会
に
随
意
契
約
で
発
注
さ
れ

た
。
製
造
委
託
料
は
二
、
五

五
〇
万
円
だ
っ
た
。

　

藍
産
業
振
興
協
会
は
県

内
の
藍
染
業
者
二
十
人

に
総
額
千
八
百
万
円
で

下
請
け
発
注
。
余
っ
た

七
百
五
十
万
円
を
協
会

に
プ
ー
ル
。
そ
の
一
部

を
観
光
政
策
課
男
性
係

長
が
他
の
イ
ベ
ン
ト
経

費
に
流
用
し
て
い
た
。

マ
ラ
ソ
ン
に
投
入
さ
れ

た
公
費
や
参
加
者
が
払
っ

た
参
加
料
な
ど
が
、
情

報
公
開
対
象
外
の
任
意
団

体
に
集
め
ら
れ
、
法
令
順

守
意
識
の
低
い
県
職
員
に

よ
っ
て
恣
意
的
に
使
わ
れ

て
い
た
。

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す

る
公
益
性

県
や
徳
島
市
が
投
入

す
る
約
五
、
八
八
〇
万
円

が
な
い
と
赤
字
運
営
に
陥

る
徳
島
マ
ラ
ソ
ン
。
問
わ

れ
る
の
は
公
費
投
入
の
是
非

だ
。
イ
ベ
ン
ト
立
ち
上
げ
時

は
、
気
運
醸
成
の
呼
び
水
効

果
が
期
待
さ
れ
た
。

　

初
期
の
徳
島
マ
ラ
ソ
ン

は
全
国
か
ら
参
加
者
が
殺

到
。
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な

ど
観
光
関
連
業
界
に
経
済

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

交
流
人
口
増
大
や
地
域
活

性
化
な
ど
公
費
投
入
の
大

義
名
分
が
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
と
く
し
ま

マ
ラ
ソ
ン
離
れ
が
加
速
し
、

参
加
者
が
定
員
割
れ
す
る

現
在
、
公
費
投
入
の
大
義

名
分
が
薄
れ
て
い
る
。
マ

ラ
ソ
ン
の
斜
陽
化
で
イ
ベ

ン
ト
の
公
益
性
が
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。

法
人
格
の
あ
る
団
体
が

運
営
す
べ
し

　

公
費
投
入
の
是
非
が
問

わ
れ
る
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ

ン
。
求
め
ら
れ
る
の
は
「
官

製
マ
ラ
ソ
ン
」
か
ら
の
脱

皮
だ
。
県
の
資
金
的
人
的

関
与
を
な
く
し
、
き
ち
ん

と
し
た
法
人
格
の
あ
る
団

体
へ
運
営
移
管
す
べ
き
だ
。

　

候
補
の
一
つ
が
（
公
財
）

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
。

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
振
興

を
行
な
う
団
体
だ
。
ス
ポ
ー

ツ
協
会
に
徳
島
マ
ラ
ソ
ン

の
運
営
を
移
管
し
、
県
内

の
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

再
構
築
さ
せ
る
べ
き
だ
。

一
案
が
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ

ン
を
県
央
、
県
南
、
県
北
に
分

け
た
複
数
コ
ー
ス
化
。
県
央

コ
ー
ス
が
現
在
の
「
吉
野
川
堤

防
コ
ー
ス
」。
県
南
コ
ー
ス
が

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
復
活
さ

せ
た
「
海
部
川
コ
ー
ス
」。

県
北
コ
ー
ス
が
鳴
門
の
ウ

チ
ノ
海
総
合
公
園
を
中
心

に
し
た
「
ウ
チ
ノ
海
コ
ー

ス
」。
そ
の
他
、
剣
山
や
大

歩
危
峡
を
駆
け
抜
け
る
県

西
コ
ー
ス
な
ど
知
恵
と
ア

イ
デ
ア
で
徳
島
マ
ラ
ソ
ン

を
活
性
化
す
べ
き
だ
。

　

ラ
ン
ナ
ー
離
れ
が
進

み
岐
路
に
立
つ
と
く
し

ま
マ
ラ
ソ
ン
。
問
わ
れ
て

い
る
の
は
実
行
委
員
会

な
ど
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の

任
意
団
体
に
よ
る
運
営

で
は
な
く
、
法
人
格
の
あ

る
団
体
に
よ
る
自
立
し

た
運
営
だ
。

　

事
業
内
容
に
公
益
性
が

あ
れ
ば
、
県
も
補
助
要
綱

を
厳
密
に
定
め
た
補
助
金

制
度
を
創
設
。
公
募
等
透

明
度
の
あ
る
手
続
き
で
マ

ラ
ソ
ン
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
だ
。

　

地
域
活
性
化
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
か
、ス
ポ
ー
ツ
か
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
マ
ラ

ソ
ン
の
位
置
付
け
。
健
康

づ
く
り
な
ら
、
認
定
コ
ー

ス
や
距
離
に
捉
わ
れ
な
い

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
マ
ラ

ソ
ン
を
楽
し
む
べ
き
だ
。

議
院
運
営
委
員
長
と

し
て
国
会
を
運
営

　

山
口
衆
院
議
員
は
現
在
十
一

期
。
県
議
か
ら
国
会
議
員
に
転

身
し
た
。
自
民
党
で
は
麻
生
派

に
所
属
。
副
会
長
と
し
て
麻
生

副
総
裁
を
支
え
る
。
フ
ラ
ン
ク

で
温
厚
な
人
柄
で
、「
俊
ち
ゃ

ん
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
。

郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
。

造
反
組
と
し
て
離
党
し
た
が
、

約
一
年
後
に
復
党
。
政
策
通
が

買
わ
れ
て
総
務
や
財
務
副
大
臣
、

麻
生
内
閣
で
首
相
補
佐
官
、
安

倍
内
閣
で
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
を
歴
任
し
た
。

　

現
在
は
衆
議
院
の
議
院
運
営

委
員
長
と
し
て
国
会
運
営
の
重

職
を
担
っ
て
い
る
。
昨
年
死

去
し
た
当
選
同
期
で
友
人
で
も

あ
っ
た
細
田
博
之
前
議
長
の
追

悼
演
説
を
行
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
織
り
交
ぜ
た
ス
ピ
ー
チ
で
故

人
を
偲
ん
だ
。

「
議
員
外
交
で
も
山

口
」
と
し
て
活
躍
中

議
院
運
営
委
員
長
と
し
て
各

党
と
の
調
整
役
を
担
う
な
ど
国

会
運
営
を
仕
切
る
山
口
衆
院
議

員
だ
が
、
十
一
期
の
議
員
活
動

で
外
国
の
政
治
家
と
も
広
範
な

人
脈
を
構
築
。
外
交
面
で
も
政

治
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

一
例
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

国
会
議
員
連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
約
二

十
一
ヵ
国
が
参
加
す
る
国
際
組

織
。
日
本
は
超
党
派
の
議
員
団

を
結
成
。
現
在
山
口
衆
院
議
員

が
団
長
を
務
め
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
会
議
員

連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）
の
目
的
は
、

自
由
と
民
主
主
義
を
実
現
・
維

持
し
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定

を
確
保
す
る
こ
と
。
岸
信
介
元

首
相
ら
が
提
唱
し
、
昭
和
四
十

年
に
発
足
し
た
。

　

発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、

中
華
民
国
（
台
湾
）、
日
本
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の

五
か
国
。
日
本
が
事
務
局

を
担
い
、
毎
年
地
球
温
暖

化
や
持
続
可
能
な
開
発
等

の
テ
ー
マ
で
総
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　

今
年
三
月
の
総
会
は
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本

や
台
湾
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

十
一
ヵ
国
の
代
表
が
参
加

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
気
候

変
動
‐
巨
大
災
害
に
対
す

る
防
災
・
減
災
」。

日
本
議
員
団
の
団
長
で

あ
る
山
口
衆
院
議
員
が
議

長
に
選
ば
れ
、
総
会
の
議

事
を
進
行
し
た
。
各
国
が

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
レ
ポ
ー
ト
を

発
表
。
自
由
討
議
や
意
見
交
換

を
行
い
、
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を

採
択
し
た
。

台
湾
の
江
副
院
長
（
国

会
副
議
長
）
が
山
口
衆

院
議
員
に
謝
意

　

総
会
で
は
台
湾
の
熱
意
が
際

立
っ
た
。
立
法
院

（
国
会
）
の
江
啓

臣
副
院
長
（
副
議

長
）
ら
与
野
党
の

立
法
委
員
（
国
会

議
員
）
ら
十
四
名

が
参
加
。
国
際
条

約
へ
の
台
湾
の
参

加
を
支
持
す
る
決

議
案
を
出
し
た
。

台
湾
が
参
加
を
求
め
た
国

際
条
約
は
「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）」。
江
副
院
長
が
「
台
湾

の
参
加
を
支
持
し
て
ほ
し
い
」

と
決
議
案
の
説
明
を
行
い
、

総
会
で
可
決
さ
れ
た
。

台
湾
は
来
年
の
総
会
開
催

国
。
江
副
院
長
は
議
長
を
務

め
た
山
口
衆
院
議
員
に
感
謝

し
つ
つ
、「
気
候
変
動
や
経
済

発
展
等
に
各
国
が
協
力
し
て

解
決
方
法
を
探
る
必
要
が
あ

る
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

日
台
の
地
域
間
交
流

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
長
と
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
国
会
議
員
連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）

の
結
束
と
連
携
を
強
化
し
た
山

口
衆
院
議
員
。
日
台
の
地
方
都

市
間
の
交
流
推
進
も
積
極
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

一
例
が
阿
波
踊
り
を
通
じ
た

日
台
の
文
化
交
流
の
推
進
。
昨

年
夏
に
は
台
東
県
や
台
東
市
を

訪
問
し
た
阿
波
踊
り
関
係
者
を

支
援
す
る
た
め
、
台
東
県
長
や

台
東
市
長
に
親
書
を
送
り
、
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
会
議
員

連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）
の
日
本
議

員
団
団
長
と
し
て
活
躍
す
る
山

口
衆
院
議
員
。
海
外
の
政
治
家

と
人
脈
を
持
つ
「
議
員
外
交
で

も
山
口
」
と
し
て
、
政
治
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
る
よ
う
だ
。

記
念
オ
ケ
や
藍
染
な
ど
飯
泉
県
政
の
イ
ベ
ン
ト
行
政
私
物
化
に
抑
止
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
徳
島
県
監
察
局
の
島
田
監
察
統
括
監
が
三
月
末
で
退
任
。
月
額
報
酬
二
十
七
万
五
千
円
で
、
十
六
年
間
在
任
。
月
二
回
勤
務
で
月
額
報
酬
三
十
万
円
、
十
八
年
間
在
任
の
丸
山
最
高
情
報
統
括
監
も
退
任
。

　

実
現
で
き
る
か

自
立
運
営

「四国４県」観光の鍵握る「四国八十八箇所霊場」

　

と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
が
ピ
ン
チ
だ
。
ラ
ン
ナ
ー
離
れ
で
定
員
割
れ
。
運
営
資
金
も

公
費
頼
り
の
赤
字
ロ
ー
ド
。
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
は
程
遠
い
現
状
だ
。

斜
陽
の
道
を
ひ
た
走
る
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
。
生
き
残
り
策
は
「
官
製
マ
ラ
ソ
ン
」

か
ら
の
脱
皮
。
県
主
導
の
実
行
委
員
会
方
式
を
や
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
本
業
と

す
る
（
公
財
）
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
運
営
を
移
管
す
べ
き
だ
。

　

衆
議
院
の
議
院
運
営
委
員
長
と
し
て
国
会
運
営
を
担
う
山
口
俊
一
衆
院
議
員

（
七
四
、徳
島
二
区
）。三
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
会
議
員
連
合（
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｕ
）
の
総
会
で
も
、
議
長
と
し
て
調
整
能
力
を
発
揮
し
た
。
台
湾
な
ど

ア
ジ
ア
各
国
の
国
会
議
員
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
民
主
主
義
の
実
現
に

奔
走
す
る
同
氏
。
議
員
外
交
で
も
我
が
国
の
前
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

アジア・太平洋国会議員連合（APPU）
東京総会を議長として
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鳴
門
市
の
ラ
ー
メ
ン
居
酒
屋
「
き
ん
ぺ
い

ち
ゃ
ん
ラ
ー
メ
ン
」
で
出
会
っ
た
街
角
美
人
。

名
前
は
あ
り
さ
さ
ん
。
二
十
一
歳
。
テ
キ
パ
キ

と
店
を
切
り
盛
り
す
る
。

　

店
は
撫
養
町
小
桑
島
の
撫
養
川
沿
い
だ
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
屋
台
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た

店
構
え
。
今
年
二
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。

　

ラ
ー
メ
ン
は
豚
骨
ス
ー
プ
の
あ
っ
さ
り

味
。
真
心
こ
も
っ
た
味
付
け
と
爽
や
か
な

笑
顔
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
。

　

鳴
門
に
登
場
し
た
新
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
。

各
種
メ
ニ
ュ
ー
の
値
段
も
手
頃
。
特
製
ラ
ー

メ
ン
を
一
度
味
わ
っ
て
は
い
か
が
。
営
業

は
午
前
二
時
頃
ま
で
。
月
曜
が
休
み
だ
。

▲屋台を切り盛りするありささん。

求
め
ら
れ
る「
確
実
度
」

▲四国八十八箇所・一番札所の霊山寺。

▲議長役を務めた山口衆院議員。

▲台湾の立法院副院長（国会副議長）を務める江啓臣
氏（左）と親睦を深めた山口衆院議員ら。

官公庁や公益法人、医療、福祉法人、民間
企業などの隠された不正や不祥事を情報提
供ください。

本紙ホームページ内の[情報提供]からも投稿できます。
Eメール：tribune@mail.planning21.ne.jp

　本紙記者が取材し、公益に反する問題点を徹底追及
します。情報提供は本紙ＨＰの情報提供フォームの
他、メール、ＦＡＸでもお受けします。メールの場合
は「返信先アドレス」をご記入ください。G-mail で
も構いません。
　「身元がバレるのでは」と懸念されるかも知れません
が、情報提供者のプライバシーは厳守しますので、ご
安心ください。
　社会に警鐘を鳴らす内部告発や情報提供をどしどし
お寄せください。

秘密厳守

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

世
界
遺
産
登
録
を
急
げ
！


